
 

1．実践研究の目的 

(1)研究の目的 

平成 23 年度より，小学校では年間 35 時間

の外国語活動が新設された。甲府市 ALT が小

学校を訪問する平均回数は，学級数により各

校ばらつきはあるが，外国語活動時数の約

1/2 にあたり，総授業の半数は学級担任が単

独で授業を進めていると予想される。ベネッ

セ（2010）の調査結果からも，中心となる指

導者は ALT から学級担任へと移っており，学

級担任が中心となって進めている比率は，2

年前の 28.2%から 66.6%と倍以上に増えてい

る。これには，外国語活動の趣旨から，その

指導には学級担任が欠かせないという理解が

深まったことが背景にあるのだろう。その一

方で，外国語活動の授業の進め方について，

不安感や負担感を抱える学級担任は 68.1%に

のぼる。今まで ALT 等の外国指導助手に指導

を任せていたのが，学級担任主導にかわって

きたからこそ，小学校教員が実際に指導して

いく中で，先述したような課題が生まれてき

たのだと考える。  

そこで本稿では，自身の授業実践から得ら

れた知見をもとに，コミュニケーション能力

の素地を育成するためには，どのような外国

語活動の授業を展開していけばよいかを明ら

かにすることを，研究の目的としている。  

(2)実践研究の方法 

まず，小学校の担任は中学校との連携をふ

まえ，外国語活動の目標である「コミュニケ

ーション能力の素地」を育むために，コミュ

ニケーションの質を高めた指導が必要である

ことを理論研究により裏付ける。次に，外国

語活動の授業実践を分析し，コミュニケーシ

ョンの質を高める授業について提示する。  

  

(3)先行研究との違い  

外国語活動におけるコミュニケーションの

質を高める授業づくりに関して土江（2010）

は，国語・理科・道徳などの横断的な指導を

行いながら考察を行っている。学級の児童が

自尊感情を育て合うことでコミュニケーショ

ンの質が高まるとしているが，実際の外国語

活動の中で，英語を通して積極的なコミュニ

ケーション活動を実現する授業のあり方には

ふれていない。  

本研究では，外国語活動の授業でコミュニ

ケーション能力の素地とされている「言語や

文化に対する理解」「積極的にコミュニケーシ

ョンを図る態度」「外国語の表現への慣れ親し

み」の内容達成をどのように図っていくか，

第 5 学年外国語活動の授業を分析する。その

際，中学校外国語科の目標でもある「積極的

にコミュニケーションを図る態度」の育成に

焦点をあて，小中連携をふまえながら，「コミ

ュニケーションの質を高める授業づくり」に

ついての一考察を述べる。    

  

2．研究の内容  

(1)小学校外国語活動がめざすもの  

①外国語活動と外国語科の連携  

今日の中学校・高校英語の外国語科は，実

践的コミュニケーション能力の育成を目ざす

内容である。筆者が参観した中学校の授業で

もオーラル・コミュニケーションを重視し，

ペアワークやロールプレイなどを使ったコミ

ュニケーション活動を展開していた。したが

って，英語という言葉のコミュニケーション

機能を重視するという点では，小学校の外国

語活動も中学校も高校も最終的に目ざすとこ
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ろは同じと言える。つまり，小学校外国語活

動は，児童がこれから先，外国語を学んでい

く上での入口にあたることを小学校の学級担

任は，まず意識したい。

小学校外国語活動は，体験的に理解を深め

ることで，児童に言葉の大切さや豊かさに気

付かせたり，言語に対する興味・関心を高め

たり，これらを尊重したりする態度を身につ

けさせたりしていく。この学びが言語学習の

ベースとなり，中学校・高校の外国語科の学

習につながっていく。

②体験させたいコミュニケーション活動

コミュニケーション能力の構成要素につい

ては長く議論されてきたが，学習指導要領の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 考 え 方 は ，

Canale(1983)の考え方を基盤としていると

青木(1992)は述べている。Canale によると，

コミュニケーション能力とは①文法能力②社

会言語学的能力③談話能力④方略的能力の 4

要素からできているが，「初めて外国語に触れ

る児童は外国語の文法能力や，社会言語学的

能力，さらに談話能力などは皆無に近く，持

っているのは方略的能力のみである」(大城・

直山 2008）。両氏によると方略的能力を具体

的に，「日本語を使用する」「言い換える」「ジ

ェスチャーやものまねをする」などとしてい

る。従来の英語教育においては，語彙や文法

が分からないとコミュニケーションは停止し

てしまう傾向があったが，これは，学習の初

期の段階で ,コミュニケーションの方略能力

を使う体験が不足していたことが，一つの原

因と考えられる。そこで小学校外国語活動で

は，方略的能力を最大限に使わせるような活

動を工夫し，考えや気持ちを伝え合うことが

できる態度を育むことをめざしたい。このこ

とを意識して指導にあたることは，「コミュニ

ケーション能力の素地を育む上で重要なこと

であり，中学校や高校に進学し，学習段階が

上がるにつれて方略的能力をベースにその他

の能力を次第に身に付けていけばよいのであ

る」と，大城・直山(2008）は述べている。

方略的能力を使い，自分の気持ちを何とか

伝えようとする態度を育むには，自己表現の

場を学習活動の中にいれていくことが有効で

ある。児童が既習の内容から，自分で言葉を

選択して自己表現し，実際の言語使用を児童

に体験させることができる活動があれば，言

語を実践的に使用できるようになっていく素

地が育まれると考える。この点においては，

タスク活動の設定が有効であるという先行研

究が多い。「タスク活動では，課題や作業，あ

ることを達成することが目的となるため，ご

く自然な場面が設定され，その場面の中で課

題や作業を遂行することになる。つまり，タ

スク活動において，慣れ親しんだ言葉はその

手段として使うことになるため，適切な言葉

を既習内容の中から児童が自分で選択し，相

手に自分の思いを伝える言語活動が可能にな

るため，コミュニケーションの力の素地が育

まれていく」（大城・直山 2008）。

甲府市の公立小学校では，文科省配付資料

を主な教材に用いている。その実態を踏まえ，

文科省資料の単元構成に，自己表現活動を取

り入れ，公立小学校で実践可能なプランを立

てた。表 1 は，基本型となるスタイルであり，

第 4 時の自己表現場面では，大城・直山の論

よりタスク活動を設定した。

時 活動・体験の種類 活動内容例 学習段階 気付き

１ ○英語の音，リズム，

表現に慣れ親しむ

歌・チャンツ

読み聞かせ

２ ○慣れ親しんだ表現を

使い，意味のあるや

りとりをする活動

情報交換のあ

るゲーム

慣れる

実際に使って

みる

３

４

自己表現活動

（タスク活動）

ロールプレイ

Show& Tell

自分で言葉を

選び伝え合う

（表 1 自己表現活動を取り入れた単元プラン）
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(2)コミュニケーションの質を高める授業

小学校の外国語活動では，細かい文法を理

解したり，多くの語彙を覚えさせたりするこ

とが目的でなく，「自分の考えや気持ちを伝え

ること」「相手の考えや気持ちを聞き取るこ

と」が重視されている。この意味で，コミュ

ニケーションの質を高める授業とは，活動の

中に，「注意深く聞いて相手の思いを理解しよ

うとしたり，他者に対して自分の思いを積極

的に伝えようとしたりする」（文科省 2008）

というやり取りの場面が設定されている授業

であると考える。このようなやり取りがある

授業を「コミュニケーションの質が高い授業」

とし，実際に行った授業をもとに，コミュニ

ケーションの質を高める授業づくりについて

の考察を進める。

①授業づくりの観点

本年度，5 学年の外国語活動を学級担任と

して実践し明らかになったことは，自己表現

の場があると児童は積極的にコミュニケーシ

ョン活動を楽しむということである。では，

どのような観点で学習活動を工夫していけば，

児童は積極的に自己表現をするのであろうか。

そこで，田中 (2003)の先行研究に，筆者の授

業実践，参観した外国語の授業や研修会から

得た知見を合わせ，「コミュニケーションの質

を高める授業」の実現に向けて工夫すべき点

を，以下の５つの観点から述べる。

必然性…児童が，自然に英語を使って表現し

はじめるような状況や場面の設定

誰かにメッセージを伝えるという目的のた

めに，自然な形で英語を使うように動機づけ

ることが最大のポイントである。メッセージ

を伝える相手は，必ずしもネイティブスピー

カーである必要はなく，児童の学習段階や

個々の児童の様子を見ながら，学級担任，友

達，ALT と段階を追っていく配慮も必要であ

る。

具体性…だれに何をどのように伝える場面

なのかを具体的にさせ，活動に取り

組ませる

ALT が指示したことに，児童がすぐに取り

組めないことがあった。児童の実態を十分に

理解しておらず，活動の具体性を理解させぬ

ままだったことが理由の一つであったと考え

られる。学習活動の具体性を明確にすること

は，教師にとっても，児童がつまずきやすい

箇所をあらかじめ予想できる。

自己関連性…児童自身のことや身近で関連

のある事柄を取り扱うこと

児動にとって身近な話題は，具体的にイメ

ージしやすく，自信を持って活動に取り組む

ことができる。児童と多くの時間を過ごす中

で，児童のレベルに応じて，関心のあるテー

マは何なのか，学級担任はアンテナを高くし

て用意しておきたい。

自由度…児童自身の意志や判断によって自

由に表現させること

言語表現における自由度を高めるとは，答

えが一つではなく，児童自身の意志や判断に

よって主体的に表現させる部分を活動に取り

入れることである。教師から表現内容を与え

て表現を強要するのではなく，児童に考えさ

せて自由に表現できるようにすることである。

活用度…既習事項を生かして，言語表現を工

夫させること 教師は計画的，意図

的に既習内容をくり返し丁寧にイ

ンプットし続ける

自由度の高いコミュニケーション活動は，

児童の力に任される部分が大きくなるため，

児童自身の意志や判断が求められる。表現し

たいことをどうやって伝えればよいかを考え

るのは難しいことのように思えるが，既習内

容を使ったり方略的言語能力を駆使したりし

て，少し工夫することで質の高いコミュニケ



ーション活動に変えることができる。場面に

あった適切な表現を自分の力で考え試行錯誤

することこそ，中学校・高校でめざす実践的

なコミュニケーション能力の育成につながる

と考える。

②授業展開

コミュニケーションの質を高める手だてと

して，５つの観点から教材を考え，言語活動

の工夫を行った実践を提示する。

〔単元〕外来語を知ろう（4 時間扱いの 3 時間目）

〔目標〕

コミュニケーションに関すること

・欲しい物を積極的に尋ねたり，答えたりす

ること。

・自分の思いをはっきり伝えることの大切さ

を知ること。

言語や文化に関すること

・外来語とそのもとになる外国語では，発音

に違いがあることの面白さに気付くこと。

・外来語は様々な国から日本に伝わった言葉

であることを知ること。（国語科との関連）

〔単元の流れ〕

〔授業の流れ〕

◆導入

・英語の歌を歌う

◇クラス全員で歌うことで，英語を使

った学習をする雰囲気を作る（意欲喚

起）

◆言語や文化への気付き

・本単元名は「外来語を

知ろう」である。国語

科の学習と関連させ

て，外来語についての

理解を深める。

◇必然性 活動の連携

コミュニケーション活動が主たる活

動として取り上げられるが，外国語活

動でいうコミュニケーション能力の

素地は，「言葉や文化に対する理解」

「外国語の表現への慣れ親しみ」を含

めてのものである。そのため，言葉の

気づきを促す活動を導入時に取り入

れた。この学習を通して，「英語でコ

ミュニケーションするには，発音は大

切だ」と児童は気付き，次に学習する

「英語に慣れ親しむ」活動が，児童に

とって必然性のあるものになった。

【学習前】外来語について国語で学んだこと

【学習後】外来語について外国語活動を通し

て，さらにわかったこと

①授業ではじめの時間（10 分）を，「言語や文化への体

験的理解」を深める学習として単元を通して位置づ

け，外来語をテーマに言葉の学習を進める。

②外来語を実際に使ってみる場面として，店での注文

場面を取り上げる。実際に言語を用いてコミュニケ

ーションを図る体験を通して，普段使い慣れていな

い外国語を使用することで，言語を用いてコミュニ

ケーションを図ることの難しさを体験させるととも

に，その大切さも実感させていきたい。



◆表現活動Ⅰ

・フルーツパフェを作る

材料を購入するため

に，欲しいものを尋ね

たり，答えたりする英

語のやり取りを考え

る。

◇必然性 自由度 活用度

教師が一方的に新しい表現を教えて

しまうのではなく，児童にこれまでの

学習を想起させ，持っている知識の範

囲内で考えさせる。自分で考える言語

活動は必然性が高くなり，気づきが大

きくなる。

＜活用した既習表現＞

本時単元の表現：何が欲しいですか？

lesson3 : いくつ欲しいですか？

lesson5 : おいくらですか？

lesson1：ありがとうございます。

どうぞ。 どういたしまして。

◆活動の確認

・教師が，指人形を使い，

デモンストレーション

を行う。

◇活動の連携

児童が考えた会話の内容が，自然なも

のかどうかデモンストレーションを

聞かせて考えさせる。児童は，「O.K. 」

｢You are welcome.｣ ｢Thank you.｣

｢Here you are.｣などを入れると，や

り取りが豊かになると気付いた。

◇具体性

児童が考えた表現活動

が，どのようになるか

簡単にモデルを示す。

英語に自信のない児童

は，これを参考に表現

活動がしやすくなる。

◆英語表現の慣れ親しみ

・チャンツで英語に慣れ

親しむ。

Chant:

♪What do you want?

What do you want?

What do you want?

♪banana banana

A yellow

banana ,please.

◇活動の連携

この後に行う自由度の高い表現活動

に向けて，英語表現に慣れ親しんでい

く。慣れることで，児童は自信がつい

ていった。

◇自由度

CD-ROMのモデルを参考に，自分の

言葉に置き換えてチャンツを行う。モ

デルを唱えるだけだった活動から，

* の部分を自分が表現したい

言葉に置き換え，自己表現活動にす

る。自分の思いを伝えながら慣れ親し

むこの活動は，児童にとって達成感や

自信につながる。

◆表現活動Ⅱ

・自分で用意した材料を

使い，店員と客に別れ

てフルーツパフェの材

料を購入し合う。

＊タスク活動：英語を使

うことが目標ではなく，

英語のやり取りを通し

て，フルーツパフェの材

料をそろえ自分のフルー

ツパフェを作ることを目

◇必然性

外来語と英語の違いを認識しながら，

フルーツパフェの材料を購入するた

めに，英語でやり取りを行う。

◇具体性

「だれに 何を どのように伝える

のか」，「だれの 何を どのように聞

き取るのか」を明確にさせることで，

コミュニケーションの質を高める。

◇自己関連性

フルーツパフェの材料は，自分の好き

な物ばかりではなく，友だちに購入し



的とした活動。さらに，

次時では，自分のフルー

ツパフェをクイズ形式で

紹介し合う。

注）児童の学習ファイルに

は，「コミュニケーション

活動」で大切だと思ったこ

とや難しいと思ったこと

を書かせた。

てもらえそうな物を用意して売る。コ

ミュニケーションの場を考えて材料

を用意することで，より質の高いコミ

ュニケーションが達成できる。

◇自由度

店員と客に別れて，自由にコミュニケ

ーションの相手を選び活動をする。自

由に相手を選ぶことでチャレンジ度

が増し，児童の表現意欲も高まる。活

動に消極的な児童は，個別に支援して

参加させる。

◆学習のふり返り ◇必然性

授業のまとめとして，今日の学習を目

標と結びつけて児童に考えさ

せることで，学習の必然性が高

まる。

3．考察

(1)授業実践からの考察

必然性･･･決められた言語材料をくり返し質

問するコミュニケーション活動では，丁寧に

質問しなくても相手は何を質問されるか分か

っているし，注意深く相手の発話を聞かなく

ても質問内容がわかりきっているので，「話

す」「聞く」活動が雑になりがちである。しか

し，「自分の思いを正確に伝えたい」「相手の

気持ちを正確に聞き取りたい」と言う思いが

児童にあると，必然的に児童はゆっくり丁寧

に英語のやり取りをするようになる。友だち

の英語を聞いている時も，自分の生活になぞ

らえて聞き，「そうだなぁ」と考えて伝えたい

事がわき上がってきたからこそ，自分の考え

を積極的に伝えることができていたと思われ

る。児童が相手から情報を得たいがために質

問をし，質問された側も「自分で考え，判断

する」というコミュニケーションの必然性が

あると，コミュニケーションの質は高まる。

具体性･･･ALT の一方的な英語は理解できな

い児童も多く，“Let’s game.” と言われても

何をどうしてよいか分からない児童も出てい

た。そこで本単元では，まず児童に活動の具

体的イメージが持てるように，学級担任が活

動のデモンストレーションをして，児童に，

どのような場面で，誰に対して，どのような

メッセージを伝えるために言語活動を行うか

を確実に捉えさせた。この場合，「言葉が持つ

働き」（文科省 2008）を参考にすると，コミ

ュニケーションの場面・目的・内容を具体的

に児童に捉えさせやすい。活動が具体化した

ため学習ファイルにも，「話すだけでなく友だ

ちの英語を聞き取る事も大切」「話す時には，

ゆっくり丁寧に発音や声の大きさに気をつけ

る」「聞きとれないときには，確認をする」な

どのコミュニケーションの質を高めていくた

めのてだてが，児童のことばで書かれていた。

自由度…本単元での自己表現力を育成する

ポイントとして，言語活動における表現の自



由度を高めるため，2 つの活動を取り入れた。

1 つは，品物は個々の店で売りたい物を自由

に用意させる。2 つめは，店での会話を児童

に考えさせることである。前者では，客はど

のような品物があるかワクワクしながら買い

物に向かい，本当に欲しいものを自分で選ん

で購入する。英語の語彙が分からなくて購入

をあきらめるのではなく，“This！”と指し

て要求していたし，店員も品物を指して確認

をしていた。さらに児童は，本単元の表現で

ある“What do you want?”“～ ,please.”だ

けではなく，既習内容から，“How many?”

“How much?”を取り入れた。以前に学習し

た折にも難しかった 12 と 20 の言い方だが，

児童は，客に代金を請求するときは 12 と 20

を言い間違えると代金請求ができないことを

体験的に学習した。さらに lesson１から授業

の中でくり返し行ってきた “O.K.”“ You are

welcome.”“ Thank you.”“Here you are.”の「ちょ

っとした表現を取り入れることで，やり取りが楽しく

なった」と児童もファイルに書いており，コミュニケ

ーションを豊かにする言語にも気付いていた。

このように，自由度を高めるとは，児童自身

に考えさ判断させる余地を作るということで

ある。言い換えれば，テキストにそって一方

的にやらされる活動ではなく，自分から取り

組む部分を活動に入れることである。児童は

自分で判断し行動できるようになると，生き

生きと活動に取り組みはじめる。友だちから

どのような反応が返ってくるのか，活動がチ

ャレンジになってくるからである。

5 観点からの工夫を行ってきたが，その他，

授業の中で児童の変容が見られた注目すべき

2 点について述べる。

①消極的な児童への支援…本単元で注目す

べき点は，他教科で発言に消極的な児童Ａが，

積極的にコミュニケーション活動を行ってい

たことである。表現の自由度が高いというこ

とは，児童に考えさせ実際に活動に取り組む

必要が出てくるため，意欲が大切になってく

る。はじめのうちは他教科の授業と同様にＡ

は，「自信がない。難しい。覚えられない。」

と訴えた。しかし学習が，「正しく英語表現を

する」ことではなく「伝えるためにどうする

か」ということであると気付くと，進んで表

現し始めた。自分で何とか表現しようと，ジ

ェスチャーや絵に表したり，欲しいものを指

さしたり方略言語能力を駆使してやり取りを

始め，クラスの仲間や担任にも分からないと

ころを質問するようになった。何よりも，誤

った発話をしても正しい表現を友だちや教師

が自分の英語に重ねて言い返してくれるので，

安心して自分の表現を口に出せるようになっ

た。相手の児童も一生懸命聞き取ろうとして，

Ａの表現を聞き返し確かめたりする場面がで

てきて，Ａは英語を使い楽しくコミュニケー

ション活動ができるようになっていった。

②評価方法…単元の最後には，学習した事項

をふり返りながら，外国語活動を通して身に

付いたことを児童にも認識させた。本単元で

は学習ファイルに「言語や文化への気付き」

「慣れ親しみ」「コミュニケーション活動」の

3 つの視点で児童に記入させ，コミュニケー

ションの質の高まりの評価を行った。

(2)成果

本研究で明らかになったことは，自己表現

活動を中心に授業を構成すると，コミュニケ

ーションの質が高まり，児童のコミュニケー

「ことばの気付き」

に関する記入

「英語への慣れ親しみ」

に関する記入



ション能力の素地が育まれていくということ

である。5 つの観点から授業を組み立ててい

ったことで，「言語や文化に対する理解」「外

国語の表現への慣れ親しみ」の学習の深まり

もあった。これは，児童の学習ファイルから

評価できる（表 2 参照）。

(3)課題

新設された「外国語活動」が完全施行され

て 1 年が経つが，まだまだ現場教師の不安は

大きい。研究開発校などの個別の学校や地域

の独自の実践が，徐々に広まり「全体の取組」

になりつつある中で，本研究が少しでも学級

担任が進める外国語活動の授業づくりに役立

つように考察した。今後も，個別の取り組み

ではなく，全体の取り組みであることを充分

認識して実践していきたい。

所属校では本年度，外国語活動実践を校内

研究に位置づけ，同一学区の小学校や児童が

進学する公立中学校へ校内研の案内を送付し，

情報交換を試みた。今後，管理職や教育委員

会の支援をうけながら，確実に実行に移して

いくことが，これからの課題である「小小」

や「小中」連携につながると考える。
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（表 2）児童学習ファイルより

【言語や文化に対する理解】

・ 外来語とそのもとになる言葉では，意味が違ってびっ

くりした。

・ 物といっしょに言葉もつれられてくる。

・ フランスの人が英語を話すと，なまりが出てる。

・ 英語と違う意味で使われている外来語があることをは

じめて知りました。

・ 外来語は，ほとんどアメリカでうまれたと思っていた

けど，イタリアやアラビアからも外来語が来たなんて

とてもビックリしました。

・ 日本語も他の国の外来語になっていること

・ 私は，ハンドルは英語でもハンドルと思ったのに，全

然違うものでビックリしました。

【積極的にコミュニケーションを図る態度】

・ はじめは伝わるかどうか自信がなかったけど，言いた

いことが伝わってうれしかった。

・ 店の人は，13 と 30 をまちがえないように伝えること

が大切。

・ 友達の言ったことの聞きとりはむずかしい。

・ 話すことだけでなく，聞くことも大切だと思う。

・ 友達の言ったことを確認すると，聞き取れる。

・ 間をあけて言ってほしい。ゆっくりていねいに。

・ OK とかサンキューとか，ちょっとしたことを言葉に

入れると，やり取りが楽しい。

【外国語の表現への慣れ親しみ】

・ レモンやキャベツは日本語では，○○○や○○○だけ

ど，英語だと○・とか○・・とわかった。

・ 外来語は，外国の人には，日本の言い方だと伝わらな

いことが多かった。

・ （外来語が）英語の発音になるように気をつけた。

・ ピザは最初通じると思ったのに，FET には通じなくて，

ピサの斜塔とまちがえられてしまった。ピザと PIZZA

はほんのちょっと発音が違うだけなのに，つうじない

んだなーと思った。

・ 二個以上数えるときに，ズを最後に付けることを忘れ

てしまう。分かっているけど言えない。

・ ストロベリーを英語で言うのはむずかしい。


